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達だ
る

磨ま

像ぞ
う   

白は
く

隠い
ん

慧え

鶴か
く

筆ひ
つ

　
大
分
県
　
萬ま
ん
壽じ
ゅ
寺じ

蔵

那
須
　
望
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ぎ
ょ
ろ
り
と
見
開
い
た
大
き
な
目
。
墨
で

塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
背
景
と
真
っ
赤
な
衣こ

ろ
も

の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。
一
度
見
た
ら
忘
れ
ら
れ

な
い
ほ
ど
印
象
的
な
こ
の
作
品
を
描
い
た

の
は
、
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
白は

く

隠い
ん

慧え

鶴か
く

（
一
六
八
六
～
一
七
六
八
）
と
い
う
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

の
僧
で
す
。

　

鎌
倉
時
代
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
禅
宗

は
、
臨
済
宗
を
中
心
に
室
町
時
代
に
全
盛
期

を
迎
え
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
衰
退
し
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
白
隠
は
、

禅
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
支
配
層
の
信
仰
で
あ
っ
た
臨

済
禅
を
わ
か
り
や
す
い
禅
画
に
よ
っ
て
民
衆

に
も
布
教
し
、
み
ご
と
臨
済
宗
を
再
興
し
た

の
で
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
数
万
点
の
禅
画
を
描
い
た

と
い
わ
ゆ
る
白
隠
の
代
表
作
で
す
。

  

左
上
に
は
、「
直
指
人
心　

見
性
成
仏
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
え
て
言
い
換
え
れ

ば
、「
言
葉
や
座
禅
に
よ
っ
て
仏
に
な
ろ
う

と
す
る
の
で
は
な
く
、
本
当
の
自
分
の
こ
こ

ろ
を
み
つ
め
て
、
そ
こ
に
あ
る
仏
に
気
づ
き

な
さ
い
」
と
で
も
言
え
ま
し
ょ
う
か
。
禅
の

根
本
で
あ
り
、
白
隠
が
最
も
伝
え
た
か
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
次
頁
以
降
で
紹
介
す
る
特

別
展
に
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。 達磨像　白隠慧鶴筆　大分県　萬壽寺蔵　

資
料
見
聞
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宝
物
を
中
心
に
、
禅
宗
の
歴
史
と
、
そ
の
発

展
の
中
で
う
ま
れ
た
文
化
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

維
新
と
い
う
大
き
な
歴
史
の
転
換
に
よ
っ
て
、

ま
た
激
動
の
時
代
に
突
入
し
て
い
き
ま
す
。
新

政
府
の
神
仏
分
離
政
策
を
き
っ
か
け
に
、
全
国

で
廃
寺
の
動
き
が
起
き
る
の
で
す
。
高
知
も
例

外
で
は
な
く
、
禅
宗
寺
院
の
多
く
が
廃
寺
に
な

り
、
貴
重
な
宝
物
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
十
年
頃
に
は
廃
寺
復

興
の
動
き
が
始
ま
り
、
い
く
つ
か
の
寺

院
が
再
興
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

吸ぎ
ゅ
う

江こ
う

寺じ

住
職
で
「
土
佐
坊
」
と
呼
ば

れ
た
少し

ょ
う

林り
ん

踏と
う

雲う
ん

は
、
黒
潮
町
の
長ち

ょ
う

泉せ
ん

寺じ

を
は
じ
め
、
県
内
十
六
寺
（
一
説
に
は

二
十
寺
と
も
）
を
再
興
し
た
と
い
い
ま

す
。
本
展
に
む
け
た
準
備
中
に
新
た
に

見
つ
か
っ
た
『
再
興
録
』
も
展
示
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
津
野
町
の
聖し

ょ
う

音お
ん

寺じ

の
再
興
に

は
、
踏
雲
和
尚
ら
僧
籍
者
の
ほ
か
に
も

旧
葉
山
村
出
身
の
実
業
家
、
片
岡
直な

お

温は
る 

ら
の
尽
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
資
料
や

再
興
さ
れ
た
寺
院
に
残
る
宝
物
か
ら

は
、
廃
寺
復
興
の
た
め
奔
走
す
る
僧
侶
や
檀
家

な
ど
の
切
な
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
は
、
臨
済
宗
開
祖
・
臨
済

禅
師
の
一
一
五
〇
年
遠お

ん

諱き

（
※
）、
本
年
は
、

臨
済
宗
中
興
の
祖
・
白
隠
禅
師
の
二
五
〇
年

遠
諱
が
続
く
こ
と
か
ら
、
い
ま
、
禅
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

実
は
臨
済
宗
は
高
知
と
と
て
も
ゆ
か
り
の
深

い
宗
派
で
す
。
例
え
ば
、
高
知
出
身
で
南
北

朝
か
ら
室
町
時
代
を
中
心
に
活
躍
し
た
義ぎ

堂ど
う

周し
ゅ
う

信し
ん

と
絶ぜ

つ

海か
い

中ち
ゅ
う

津し
ん

の
ふ
た
り
の
臨
済
僧

は
、
天
皇
家
や
足
利
将
軍
家
か
ら
厚
く
信
頼

さ
れ
、
重
要
な
政
策
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
も
活

動
し
、
禅
宗
の
発
展
と
文
化
の
形
成
に
大
き

く
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

本
展
は
、
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
外

の
禅
宗
寺
院
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、
国

宝
・
重
文
を
含
む
珠
玉
の
名
宝
を
一
堂

に
展
示
し
、
時
代
を
越
え
て
生
き
続
け

る
禅
文
化
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
土

佐
と
の
つ
な
が
り
に
も
光
を
当
て
た
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
展
覧
会
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
展
覧
会
の
章
構
成
に

沿
っ
て
展
示
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
※
遠
諱
…
宗
祖
や
開
山
な
ど
の
没
後

五
十
年
ご
と
に
行
う
大
き
な
法
会
。）

第
１
章　

禅
宗
の
誕
生
と
日
本
で
の
受
容

　

イ
ン
ド
で
菩ぼ

提だ
い

達だ
る

磨ま

に
よ
っ
て
創
始

さ
れ
た
禅
宗
は
、
中
国
で
発
展
し
諸
派

が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
我
が

国
へ
は
鎌
倉
時
代
に
臨
済
宗
と
曹
洞
宗

が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
臨
済
宗
は
、
相
伝
の
証
と
し

て
、
師
の
肖
像
を
作
成
し
た
り
、
師
か

ら
弟
子
へ
書
き
物
を
送
っ
た
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、
茶
の
湯
や
水
墨
画
と
い
っ

た
、
日
本
文
化
の
形
成
に
も
寄
与
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
今
日
、
禅
宗
美
術

の
遺
品
の
大
半
は
臨
済
宗
に
関
わ
る
作

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
第
一
章

で
は
、
京
都
の
臨
済
宗
各
本
山
な
ど
の

第
２
章  　

維
新
を
越
え
て

  

室
町
時
代
に
全
盛
期
を
迎
え
、
い
っ
た
ん
は

衰
退
し
た
も
の
の
、
江
戸
時
代
、
白
隠
な
ど
民

衆
に
向
け
た
教き

ょ
う

化け

も
行
っ
た
禅
僧
の
登
場
に

よ
っ
て
再
び
隆
盛
し
た
禅
宗
。
し
か
し
、
明
治

志
国
高
知 

幕
末
維
新
博　

関
連
企
画
第
４
弾  

特
別
展 

今
を
生
き
る
禅
文
化 

−

伝で
ん

播ぱ

か
ら
維
新
を
越
え
て

−

《宗峰妙超墨蹟「関山」道号》
国宝　京都 妙心寺蔵［前期展示］

《再興録》高知　吸江寺蔵

《
中
鶏
図
左
右
梅
図
》
（
中
幅
）
伊
藤
若
冲
筆　

京
都 

鹿
苑
寺
蔵

《
一
休
宗
純
像
》
重
文　

京
都 

酬
恩
庵
蔵
［
前
期
展
示
］

大徳寺開山の宗峰妙超が、弟子で妙心寺開山
の関

かん

山
ざん

慧
え

玄
げん

に法号を書き与えたもの。妙心寺
の法灯のつながりを示す寺宝中の寺宝。

同寺の由来や再興に際しての
寄付者名簿が記されている。

奇
才
・
若じ
ゃ
く

冲ち
ゅ
う

も
禅
に
帰
依
し
た
ひ
と
り
。代
表
的
な
モ
チ
ー
フ
の
鶏
も
展
示
。

と
ん
ち
の
一
休
さ
ん
は
、
室
町
時
代
に
活
躍
し
た
臨
済
僧
。
奇
抜
な
言

動
が
有
名
だ
が
、
実
は
京
都
大
徳
寺
を
再
興
し
た
功
績
も
。

平
成
29
年
10
月
14
日（
土
）～
11
月
26
日（
日
）　
　
那
須
　
望
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第
４
章　

土
佐
に
伝
わ
る
寺
宝

　

最
後
に
、
県
内
の
禅
宗
寺
院
で
大
切
に
守
ら

れ
て
き
た
宝
物
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
高
知

市
宗そ

う

安あ
ん

寺じ

の
不
動
堂
本
尊
で
、
通
常
は
六
十

年
に
一
度
し
か
開
帳
さ
れ
な
い
不
動
明
王
坐

像
（
重
要
文
化
財
）
が
特
別
に
出で

開が
い

帳ち
ょ
う

さ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
を
逃
す
と
、
次
の
御
開
帳
は

二
〇
五
八
年
と
い
う
こ
と
で
す
。
修
復
を
終
え

た
ば
か
り
の
両
脇
侍
も
必
見
で
す
。

第
３
章　

土
佐
が
生
ん
だ
高
僧
た
ち

　

土
佐
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
義
堂
周
信
、
絶
海

中
津
、
義ぎ

天て
ん

玄げ
ん

詔し
ょ
う

、
山
本
玄げ

ん

峰ぽ
う

と
い
う
四
人
の

高
僧
を
紹
介
し
ま
す
。

　

義
堂
は
、
円え

ん

覚が
く

寺じ

な
ど
鎌
倉
の
禅
寺
で
活
躍

し
た
の
ち
、
足
利
義
満
の
命
で
京
都
に
戻
り
南な

ん

禅ぜ
ん

寺じ

な
ど
に
住
持
し
ま
す
。
義
満
が
、
禅
宗
寺

院
の
統
制
の
た
め
に
、
そ
の
序
列
を
定
め
た
五

山
制
度
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
南
禅
寺
を
別

格
と
す
る
こ
と
を
進
言
し
「
五ご

山ざ
ん

之し

上じ
ょ
う

」
と
し

ま
し
た
。

　

絶
海
は
、
相し

ょ
う

国こ
く

寺じ

や
南
禅
寺
で
住
持
を
務
め
、

臨
済
宗
諸
寺
の
統
制
を
し
、
幕
府
と
の
連
絡
を

行
う
要
職
に
つ
い
て
、
臨
済
宗
の
絶
対
的
な
地

位
を
築
き
ま
し
た
。

　

義
天
は
室
町
時
代
に
活
躍
し
た
臨
済
僧
で
、

枯
山
水
の
石
庭
で
有
名
な
京
都
の
龍
安
寺
を
開

山
し
て
い
ま
す
。

　

玄
峰
は
、
幕
末
か
ら
昭
和
の
激
動
の
時
代
を

《山水図》重文　京都 相国寺蔵［後期展示］

《
菩
薩
坐
像
》
重
文　

高
知 

養よ
う

花か

院い
ん

蔵

《
十
二
神
将
像
の
う
ち
一
号
像
》
重
文　

高
知 

雪
蹊
寺
蔵 雪の残る山 と々行きかう人物を描いている。絶海の賛がある。

廃
寺
復
興
の
た
め
、
明
治
時
代
に
京
都
か
ら
移
転
さ
れ

た
養
花
院
に
伝
わ
る
県
内
最
古
級
の
仏
像
。

ユ
ニ
ー
ク
な
表
情
が
魅
力
的
。
本
展
に
は
十
軀
残
る

十
二
神
将
の
う
ち
二
軀
が
出
陳
さ
れ
る
。

　

本
展
は
、
三
階
総
合
展
示
室
と
一
階
企
画

展
示
室
、
二
階
長
宗
我
部
展
示
室
の
一
部
も

会
場
と
な
る
、
大
規
模
な
展
覧
会
で
す
。

　

展
覧
会
に
向
け
て
企
画
立
案
、
ご
所
蔵
者

へ
の
出
品
交
渉
か
ら
始
ま
り
、
作
品
調
査
・

撮
影
、
展
示
構
成
を
終
え
、
た
だ
い
ま
、
展

示
環
境
調
査
、
作
品
輸
送
計
画
、
関
連
企
画

準
備
、
図
録
の
執
筆
他
各
種
印
刷
物
作
成
中

で
す
。

　

こ
の
写
真
は
、
高
知
市
吸
江
寺
の
地
蔵
菩

薩
坐
像
の
撮
影
風
景
で
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

に
よ
り
お
像
の
印
象
も
随
分
と
変
化
し
ま
す
。

荘
厳
な
雰
囲
気
と
と
も
に
鑑
賞
す
べ
き
と
こ

ろ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と

と
も
に
、
担
当
学
芸
員
も
作
品
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
ま
す
。
と
同
時
に
、
お
寺
か
ら
の
搬

出
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
お
像
の
脆
弱
な
箇
所
は
ど
こ
か
…
」、「
安

置
さ
れ
て
い
る
壇
の
高
さ
は
…
」、「
運
び
出

す
の
に
木
枠
に
入
れ
る
べ
き
だ
が
、
こ
の

扉
を
通
過
で
き
る
寸
法
に
収
め
な
い
と
…
」、

「
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
の
距
離
は
…
」
等
々
周
囲

の
状
況
に
も
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
搬
出
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
か
か
る
こ

と
か
ら
、
天
候
も
心
配
の
種
で
す
。 

　

九
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
、
作
品
の
借
用
・

搬
入
が
始
ま
り
ま
す
。
大
分
・
愛
媛
県
を
皮

切
り
に
、
京
都
、
県
内
か
ら
続
々
と
作
品
が

当
館
に
集
結
し
ま
す
。

　

展
覧
会
ま
で
、
あ
と
一
月
余
り
。
職
員
一

同
、
気
を
引
き
締
め
て
開
幕
に
備
え
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
那
須
・
曽
我
）

生
き
た
臨
済
僧

で
、
政
財
界
の

要
人
か
ら
心
の

師
と
信
頼
さ
れ

ま
し
た
。
特
に

終
戦
の
詔

み
こ
と
の
りの

一

節
「
耐
え
難
き

を
耐
え
、
偲
び

難
き
を
偲
び
」

は
、
玄
峰
の
示

唆
に
よ
る
も
の

と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

特
別
展

「
今
を
生
き
る
禅
文
化　

−

伝
播
か
ら
維
新
を
越
え
て

−

」

　

準
備
進
行
中
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特
別
展
「
今
を
生
き
る
禅
文
化 

―
伝
播
か
ら
維
新
を
越
え
て
―｣

「
吸
江
寺
文
書
」
と
長
宗
我
部
氏

　

吸
江
寺
に
は
古
く
か
ら
相
伝
さ
れ
て
き
た

古
文
書
（
巻
子
装
）
全
四
九
通
が
現
存
し
て

い
ま
す
。
第
一
巻
に
は
、「
左さ

辨べ
ん

官か
ん

下く
だ
し

文ぶ
み

」（
右

中
辨
藤
原
朝
臣
宛
）
を
初
め
と
し
、「
鈴
木

平
兵
衛
書
状
」（
吸
江
寺
忠
蔵
主
集
僧
中
宛
）

ま
で
の
二
五
通
。
第
二
巻
に
は
、「
吸
江
領

免
除
御ご

判は
ん

物も
つ

披ひ

露ろ
う

状じ
ょ
う

」（
宛
所
欠
）
か
ら
「
吸

江
寺
縁
起
」
ま
で
の
二
四
通
が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
文
書
群
に
よ
り
、
吸
江
庵
が
文

和
二
年
（
一
三
五
三
）
以
前
に
五
台
山
か
ら

独
立
し
、
康
永
～
応
永
年
間
頃
ま
で
に
稲
吉

名
、
介け

良ら

庄
・
吾
川
山
庄
・
片
山
庄
の
一
部

を
寺
領
と
し
て
経
済
的
な
基
盤
を
確
立
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
吸
江
庵
は
、
京
都
五
山
の
相
国
寺
の

塔た
っ

頭ち
ゅ
う

勝し
ょ
う

定じ
ょ
う

院い
ん

の
末
寺
と
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
足
利
将
軍
家
や
土
佐
国
守
護
・
細
川

氏
の
厚
い
庇ひ

護ご

下
に
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
り

ま
す
。
戦
国
動
乱
期
に
は
細
川
氏
に
代
わ
り
、

近
郊
の
岡
豊
城
主
・
長
宗
我
部
氏
が
直
接
寺

院
経
営
に
関
わ
っ
た
た
め
、
国
親
・
元
親
・

盛
親
ら
歴
代
当
主
の
判は

ん

物も
つ

も
遺
さ
れ
て
い
て

貴
重
で
す
。

　

第
二
〇
代
当
主
国
親
は
、
南
禅
寺
住
持
・

仁に
ん

如じ
ょ

集し
ゅ
う

堯ぎ
ょ
う

よ
り
「
瑞ず

い

応お
う

覚か
く

世せ
い

」
の
法
号
を
授

か
り
、
子
息
の
元
親
は
仁
如
の
親
友
で
天
龍

寺
の
策さ

く

彦げ
ん

周し
ゅ
う

良り
ょ
う

よ
り
「
雪せ

っ

蹊け
い

恕じ
ょ

三さ
ん

」
の
法

号
を
得
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
有
名
な
元
親

画
像
（
国
重
文
）
の
賛さ

ん

を
認
め
た
惟い

杏き
ょ
う

永え
い

哲て
つ

（
東
福
寺
長
老
）
は
こ
の
仁
如
の
門
人
で

し
た
。
長
宗
我
部
氏
は
、
十
二
代
兼か

ね

能よ
し

の
頃

よ
り
吸
江
庵
の
俗ぞ

く

別べ
っ

当と
う

職し
ょ
く

（
寺
奉
行
職
）
を

勤
め
て
お
り
、
代
々
京
都
の
臨
済
宗
有
力
寺

院
の
高
僧
と
の
繋
が
り
が
深
か
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、
禅
宗
寺
院
と
長
宗

我
部
氏
に
関
す
る
小
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る

予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
長
宗
我
部
展
示
室
の
方

も
お
見
逃
し
な
く
。

長宗我部覚世（国親）裁許状　吸江庵宛　吸江寺蔵

野
本
　
亮

特別展　今を生きる禅文化  − 伝播から維新を越えて − 関連企画目白押し！
①記念講演会「禅と日本文化」
　日時：10月14日(土）13時30分〜15時
　講師：臨済宗相国寺派管長　有馬賴底猊下
②講演会「禅的思考―今を生きるために」
　日時：11月４日(土）14時〜16時
　講師：全生庵　住職　平井正修師
③講座「土佐より視る日本臨済禅の流れ」
　日時：11月18日(土）14時〜16時
　講師：花園大学国際禅学研究所　瀧瀬尚純氏
④ワクワクワーク　その１
　おとなのためのワークショップ「禅語を筆で書こう」
　日時：10月21日(土）14時〜15時30分
　こどものためのワークショップ「色んなかたちを筆で書こう」
　日時：10月22日(日）14時〜15時30分
　（墨は洗ってもおちません。汚れてもかまわない服装でご参加ください）
    両日とも　講師：上岡祐希氏、先着各15名
⑤ワクワクワーク　その２
　おとなのためのワークショップ「白隠さんダルマ絵付」
　日時：11月３日(金・祝）10時30分〜12時
　講師：草流舎　先着15名、参加料：1,500円
　こどものためのワークショップ「ダルマさん絵付」
　日時：11月３日(金・祝）13時から
　土台がなくなり次第終了
　講師：草流舎、カルチャーサポーター
　先着50名　参加費1,500円

⑥呈茶席
　日時：会期中の土・日・祝　11時～15時
　　　　（11／4、18は17時まで）
　会場：当館休息室他
  料金：200円（お菓子付、受付でお茶券を購入してくだ
　　　　さい。各日先着100名まで）
⑦イス坐禅体験
　日時：10月15日(日)、28日(土)、11月５日(日)、
　　　　11日(土)、19日(日)、25日(土)、26日(日）
        　各日とも11時、14時の２回（30分程度）
　協力：カルチャーサポーター、
　　　　臨済宗妙心寺派四国西教区第十部
⑧袈裟を着けてみよう
　会期中随時　
⑨担当学芸員によるミュージアムトーク
　日時：10月29日(日)、11月12日(日)、11月23日(木・祝)
　　　　14時～14時30分
　※11月12日は英語通訳付きのクイックトークです。

　すべて観覧券要。
　①～③先着130名。
　①～⑤は事前申し込みが必要です。
　⑤、⑥以外は参加費無料です。

会期中は次の①～⑨の様々な企画を実施します。ふるってご参加ください。
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関連企画ピックアップ特別展

　

特
別
展
で
主
に
取
り
上
げ
た
臨

済
宗
は
お
茶
を
広
め
た
宗
派
で
あ

り
、
本
展
で
は
栄
西
に
関
す
る
作

品
、
茶
碗
・
茶
杓
な
ど
茶
の
湯
に
関

す
る
道
具
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
関
連

し
て
会
期
中
の
土
・
日
・
祝
日
は
呈

茶
席
を
設
け
ま
す
。
ご
観
覧
の
合

間
に
お
茶
を
一
服
い
か
が
で
す
か
。

（
詳
細
は
四
頁
） 

　

同
じ
禅
宗
で
も
、
曹
洞
宗
で
は
、
壁
に
向
か
っ
て
ひ
た
す
ら
坐
禅
を
す
る
「
黙も
く

照し
ょ
う

禅ぜ
ん

」
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
臨
済
宗
で
は
、
対
面
式
に
座
り
、
師
か
ら
与
え
ら
れ

た
「
公
案
」
の
答
え
を
探
す
「
看か

ん

話な

禅ぜ
ん

」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
忙
し

い
毎
日
か
ら
少
し
立
ち
止
ま
る
禅
的
な
考
え
方
が
注
目
さ
れ
、
坐
禅
も
修
行
と
し
て

だ
け
で
な
く
様
々
な
き
っ
か
け
か
ら
取
り
組
ま
れ
る
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
ご
家
庭
で
も
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
イ
ス
に
す
わ
っ
て
行
う
簡
単
な
坐
禅

体
験
を
行
い
ま
す
。
始
め
に
坐
禅
の
基
本
的
な
姿
勢
や
手
の
置
き
方
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
そ
の
後
、
実
際
に
イ
ス
に
座
っ
て
坐
禅
を
行
い
ま
す
。（
所
用
時
間

三
十
分
程
度
）

　

袈
裟
は
お
坊
さ
ん
が
身
に
着
け
る

法
衣
で
す
。
特
別
展
で
は
、
高
知

市
の
吸
江
寺
に
伝
わ
る
七
百
年
前
の

「
九
条
袈
裟
」
を
展
示
し
ま
す
。
禅

宗
の
高
僧
が
着
け
る
大
き
な
九
条
袈

裟
の
展
示
に
合
わ
せ
て
袈
裟
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
こ
ち
ら

に
は
普
段
、
禅
僧
が
着
け
る
小
さ
な

袈
裟
の
「
絡ら

く

子す

」
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
禅
庭
の
写
真
を
背
景
に
記
念

写
真
を
撮
る
こ
と
も
で
き
ま
す
よ
。

　

ダ
ル
マ
さ
ん
は
、
日
本
で
は
お
も
ち
ゃ
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
特
別

展
で
は
、
白
隠
さ
ん
が
描
い
た
達
磨
大
師
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
張
り
子
の
絵
付
を

十
一
月
三
日
に
行
い
ま
す
。
講
師
に
草
流
舎
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
午
前
一
〇
時
半

か
ら
は
「
白
隠
さ
ん
ダ
ル
マ
の
絵
付
」（
事

前
申
込
み
先
着
一
五
名
）、
午
後
一
時
か

ら
は
自
由
な
「
ダ
ル
マ
さ
ん
絵
付
」（
当

日
先
着
五
〇
名
）
で
す
。
無
病
息
災
、
商

売
繁
盛
、
合
格
祈
願
…
い
ろ
い
ろ
な
願
い

を
受
け
と
め
て
何
度
転
ん
で
も
起
き
上
が

る
ダ
ル
マ
さ
ん
を
、
凜り

り々

し
く
、
あ
る
い

は
可
愛
く
絵
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

土佐和紙漆喰張り子
白隠さんダルマ　草流舎作

絡子

白
隠
さ
ん
ダ
ル
マ
絵
付

袈
裟
を
着
け
て
み
よ
う

イ
ス
坐
禅

お
抹
茶
を
ど
う
ぞ

呈
茶
席

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

体
験
コ
ー
ナ
ー

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

特
別展

特
別展

特
別展

特
別展
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平
成
二
九
年
・
三
〇
年
の
二
ヶ
年
に
わ
た

る
「
志
国
高
知　

幕
末
維
新
博
」
が
開
幕
し

て
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
県
内
各
地
で
関
連

す
る
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
当
館
で
は
、
県
内
の
歴
史

資
料
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

活
動
紹
介
の
一
環
と
し
て
、
現
在
調
査
中
の

森
田
家
資
料
を
皆
様
に
紹
介
し
ま
す
。

　

も
と
も
と
森
田
家
は
香
美
郡
佐
岡
村（
現
・

香
美
市
）
の
郷
士
で
す
。
土
佐
藩
庁
か
ら
の

信
任
も
厚
く
、
山
林
の
経
営
を
委
任
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
に
な
る
と
森
田
団

右
衛
門
（
の
ち
、
団
八
郎
）
が
戊
辰
戦
争
に

従
軍
し
て
お
り
、
従
軍
中
の
湿
板
写
真
や
今

市
（
現
・
栃
木
県
日
光
市
）
で
の
戦
闘
を
描

い
た
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

　

大
部
分
は
一
九
七
九
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
土
佐
山
田
町
史
料　

第
三
巻
』
に
活
字
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の

調
査
に
よ
り
、
収
載
さ
れ
て
い
な
い
資
料
や

軍
服
な
ど
の
資
料
が
多
数
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
現
在
の
ご
当
主
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
段
ボ
ー
ル
箱
で
十
数
箱
に
わ
た
る
資
料

を
お
預
か
り
し
、
次
の
手
順
に
よ
り
、
調
査

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
、
防
虫
の
た
め
エ
キ
ヒ
ュ
ー
ム
と
い

う
薬
剤
に
よ
る
燻
蒸
処
理
を
ほ
ど
こ
し
ま
し

た
。
現
状
よ
り
も
資
料
が
傷
む
の
を
防
ぐ
た

め
で
す
。
次
に
、
中
性
紙
の
封
筒
に
文
書
を

入
れ
、
整
理
を
円
滑
に
進
め
る
作
業
を
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、『
土
佐
山
田
町
史
料
』

記
載
分
と
の
校
合
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
そ
の
全
貌
を
把
握
す
る
に
は
、
時

間
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
研
究
紀

要
な
ど
で
調
査
成
果
の
一
部
を
皆
さ
ん
に
紹

介
で
き
る
よ
う
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
調
査
を
続
行
し
て
い
き
ま
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　

企
画
展
「
大
政
奉
還
を
「
象
」
っ
た
男　

後

藤
象
二
郎
」
で
は
、
後
藤
象
二
郎
を
中
心
と
し

た
土
佐
藩
上じ

ょ
う

士し

の
目
線
か
ら
、
幕
末
の
土
佐
を

捉と
ら

え
ま
し
た
。
小
説
や
ド
ラ
マ
の
世
界
で
、
郷ご

う

士し

（
下か

士し

）
を
い
じ
め
る
上
士
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
お
持
ち
の
方
も
多
く
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

と
あ
る
漫
画
で
は
、
郷
士
の
妻
が
日
傘
を
差

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
上
士
が
そ
れ
を
咎と

が

め
る
と

い
う
シ
ー
ン
が
登
場
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
服

装
の
差
別
か
ら
、
土
佐
は
身
分
格
式
の
厳
し
い

藩
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

現
代
人
の
視
点
で
は
、
上
士
は
ひ
ど
い
と
思
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸

時
代
は
、
士
農
工
商
の
序
列
で
代
表
さ
れ
る
身

分
制
社
会
で
す
。
当
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分

で
分
相
応
の
服
装
を
す
る
の
が
当
然
と
い
う
考

え
の
人
も
い
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
で
何
冊
か

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
『
真し

ん

覚か
く

寺じ

日
記
』
を

著
わ
し
た
僧
侶
・
井
上
静じ

ょ
う

照し
ょ
う

は
、
土
佐
藩
士

の
服
装
を
見
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

京
坂
の
間
に
て
武
士
の
往
来
す
る
を
見
る

に
、
薩
長
を
始
め
そ
の
外
の
国
々
の
御
家

来
、
上
下
き
っ
ぱ
り
と
別わ

か

ち
、
士

さ
む
ら
いは

士
、
足

軽
は
足
軽
と
装
束
差
別
あ
り
、
然
る
に
御
国

御
家
来
は
士
も
郷
士
も
足
軽
も
庄
屋
も
民

兵
も
只
衣
類
を
か
ざ
り
、
上
下
の
差
別
な

し
、
却か

え

っ
て
他
国
の
人
こ
れ
を
笑
い
謗そ

し

る
由

也
、
左
も
あ
る
べ
し
、
惣
じ
て
近
頃
は
御
国

中
に
て
の
往
来
に
も
一
向
そ
の
取
り
分
け

出
来
難
し
、
帯
刀
す
る
者
は
庄
屋
・
足
軽
・

陰
陽
師
の
族
迄
も
皆
士
の
様
な
る
顔
し
て

通
る
、
こ
れ
は
御
国
法
の
大
に
崩
れ
た
る
印

な
り
、

  

つ
ま
り
、
他
国
は
武
士
と
そ
の
他
の
身
分
で

服
装
の
別
が
あ
る
が
、
土
佐
は
そ
れ
が
乱
れ
て

い
る
の
で
、
京
都
な
ど
で
は
他
国
の
人
に
笑
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
内
で
も
見
分
け
が
つ
か

ず
、
こ
れ
は
国
の
決
ま
り
が
崩
壊
し
て
い
る
印

だ
と
い
う
の
で
す
。

　

土
佐
藩
で
は
服
装
に
関
す
る
法
令
が
い
く
つ

か
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
庶
民
で
も
良
い
服
を

購
入
で
き
た
た
め
に
出
さ
れ
た
と
い
う
見
方
も

で
き
ま
す
。
ち
な
み
に
静
照
は
、
右
の
記
述

に「
そ
の
位
で
な
け
れ
ば
政
治
な
ど
で
き
な
い
」

と
続
け
て

お
り
、
上

下
の
区
分

が
な
い
こ

と
が
土
佐

の
強
み
と

し
て
い
ま

す
。

森田団右衛門湿板写真（森田家蔵） 今市戦闘図（森田家蔵）

真覚寺日記（真覚寺蔵）

企
画
展 

こ
ぼ
れ
話
「
土
佐
藩
に
は
厳
し
い
身
分
格
差
が

　
　
　
　
　
　

あ
っ
た
の
か
」

石
畑 

匡
基

森
田
家
資
料
の
調
査
に
つ
い
て

石
畑 

匡
基
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ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
岡
豊
山
で
す
が
、

秋
の
気
配
も
少
し
ず
つ
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

幕
末
維
新
博
で
盛
り
上
が
る
岡
豊
山
か
ら

の
熱
い
ご
案
内
で
す
。

●
「
続
日
本
100
名
城
」
の
認
定
証
が
届
き
ま
し
た
。

　

本
年
四
月
六
日
、
岡
豊
城
は
、
公
益
財
団

法
人 

日
本
城
郭
協
会
に
よ
る
「
続
日
本
100

名
城
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

協
会
か
ら
立
派
な
認
定
証
が
届
き
ま
し
た
。

　

認
定
証
の
原
本
は
歴
史
民
俗
資
料
館
２
階

の
正
面
階
段
横
に
、
コ
ピ
ー
は
岡
豊
城
跡
詰

の
櫓
内
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
続
日
本
100
名
城
」
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

は
、
今
冬
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の

発
行
と
あ
わ
せ

て
開
始
予
定
と

の
こ
と
で
す
。

ス
タ
ン
プ
が
届

く
ま
で
、
楽
し

み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
ね
。

●
「
続
日
本
100
名
城
」
の
紹
介
パ
ネ
ル
を
設
置

　

櫓
内
で
、
今
回
選
定
さ
れ
た
100
城
の
一
覧

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
あ
な
た
も
お

城
博
士
。

●
岡
豊
城
跡
の
ジ
オ
ラ
マ
が
登
場

　

以
前
、
当
館
内
で
展
示
し
て
い
た
も
の
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
再
登
場
さ
せ
ま
し
た
。

　

山
城
で
あ
る
岡
豊
城
跡
の
全
体
の
つ
く
り

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

●
好
評
！
岡
豊
城
跡
め
ぐ
り

　

案
内
人
の
ガ
イ
ド
付
き
で
岡
豊
城
跡
を
散

策
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
者
に
「
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
り
、
面
白
か
っ
た
」「
た
め

に
な
っ
た
」
な
ど
、
大
好
評
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
山
歩
き
に
気
持
ち
の
良
い

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

○
案
内
実
施
期
間
：
平
成
二
九
年
四
月
一

日
～
平
成
三
一
年
三
月
末
（「
志
国
高

知
幕
末
維
新
博
」
の
開
催
期
間
中
）
年

末
年
始
（
十
二
月
二
十
七
日
～
一
月
一

日
）
の
休
館
日
を
除
く
。
雨
天
や
荒
天

時
は
中
止
。

　

○
案
内
料
：
無
料

　

○
案
内
日
：
毎
週 

土
曜
・
日
曜
日
及
び

　
　

祝
日

　

○
出
発
時
刻
：
午
前
十
時
と
午
後
二
時

　

○
所
要
時
間
：
約
三
〇
～
四
〇
分

　

案
内
希
望
の
方
は
、
長
宗
我
部
元
親
飛
翔

之
像
前
（
当
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前
広
場
）
に

出
発
時
刻
前
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
事
前

予
約
は
不
要
で
す
。

※
右
記
以
外
の
日
時
で
の
案
内
も
、
希
望
日
の
二

日
前
ま
で
に
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
、
で
き
る
限

り
対
応
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
当
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
檜
垣
）

　

土
佐
藩
兵
の
銃
撃
の
結
果
、
堺
で
命
を
落

と
し
た
十
一
名
の
フ
ラ
ン
ス
水
兵
は
、
全
員

二
十
代
の
若
者
で
し
た
。
先
学
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
二
名
以
外
の
大
半
は
徴
募
兵
だ
っ
た
よ
う

で
、
出
身
地
も
フ
ラ
ン
ス
北
西
部
の
ブ
レ
ス
ト
、

グ
ラ
ン
ビ
ル
、
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
、
ダ
ン
ケ
ル
ク

周
辺
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
事
件

の
後
、
彼
等
の
遺
体
は
神
戸
外
国
人
居
留
地
の

墓
地
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
度
か

の
移
転
・
統
合
を
経
て
現
在
六
甲
山
地
、
再
度

山
山
頂
修し

法お

ヶが

原は
ら

墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
兵
た
ち
は
、
一
八
六
二
年
に
就
役
し
た

フ
ラ
ン
ス
海
軍
デ
ュ
プ
レ
ク
ス
号
の
乗
組
員
で

し
た
。
同
鑑
は
極
東
に
配
備
さ
れ
、
同
六
四
年

の
四
国
艦
隊
に
よ
る
下
関
砲
撃
に
も
参
加
し
ま

し
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
戦
闘
で
は
長
州
藩
側
か
ら
の

直
撃
弾
を
受
け
、
二
名
の
死
者
と
八
名
の
負
傷

者
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の

数
年
後
、
す
な
わ
ち
同
六
八

年
二
月
一
五
日
の
夕
刻
、
堺

に
入
港
し
た
同
艦
は
、
港
内

の
測
量
を
始
め
、
一
部
隊
を

上
陸
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
の
結
果
、
悲
劇
的
な

事
件
が
発
生
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。　

　

現
在
で
も
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
艦
艇
が
神
戸
に

入
港
す
る
と
、
乗
組
員
が
墓
参
り
に
訪
れ
る
と

い
う
外
国
人
墓
地
。
企
画
展
関
連
企
画
の
「
史

跡
め
ぐ
り
」
で
は
、
事
件
現
場
と
な
っ
た
堺
だ

け
で
な
く
、
異
国
の
地
で
果
て
た
フ
ラ
ン
ス
水

兵
が
眠
る
墓
地
に
も
足
を
延
ば
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

神戸市立外国人墓地
デュプレクス号 乗組員の墓

コルベット鑑 デュプレクス号（corvette Dupleix）
ジェーン海軍年鑑より

志
国
高
知 

幕
末
維
新
博　

関
連
企
画
第
５
弾
「
堺
事
件

−

１
５
０
年
の
時
を
経
て

−

」
速
報
③

　
　
　

フ
ラ
ン
ス
水
兵
の
墓

野
本
　
亮

岡
豊
城
跡
だ
よ
り



コーナー展のご案内

　「武家の表道具　鎧
よろい

」
  8月14日(月)～10月3日(火)

　特別展開催中は、３階総合展示室の通常展はご覧になれませ
ん。２階長宗我部展示室は一部特別展展示に変更予定です。

特別展会期中（10/14～11/26）の展示室ご案内

　◦３階総合展示室　特別展第１会場
　◦２階長宗我部展示室の一部　特別展第２会場
　◦１階企画展示室　特別展第３会場

－8－

平成29年 ９月〜12月の催し

特別展
企画展 今を生きる禅文化

－伝播から維新を越えて－堺事件－150年の時を経て－

http://www.kochi-bunkazaidan.or.jp/~rekimin/
Eメール：rekimin@kochi-bunkazaidan.or.jp

岡
豊
風
日 

（
お
こ
う
ふ
う
じ
つ
） 

第
99
号

平
成
29
年
９
月
１
日

編
集
・
発
行　

(

公
財)

高
知
県
文
化
財
団

　
　
　
　
　
　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

〒
783

－

0044　

南
国
市
岡
豊
町
八
幡
１
０
９
９

－

１

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
８(

８
６
２)

２
２
１
１

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
８(

８
６
２)

２
１
１
０

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

年
末
年
始
12
月
27
日
～
１
月
１
日　

　
　
　
　
　

臨
時
休
館
あ
り

観
覧
料　

〔
通
常
展
〕大
人(

18
才
以
上)

460
円

　
　
　
　
　

団
体 (

20
名
以
上)

370
円

　
　
　
　
　

〔
特
別
展
〕通
常
展
込

1,200
円
（
前
売

　
　
　
　
　

1,000
円
）
団
体(

20
名
以
上)

960
円

無
料
：
高
校
生
以
下
、高
知
県
及
び
高
知
市
長
寿
手

帳
所
持
者
、身
体
障
害
者
手
帳･

療
育
手
帳

･

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳･

戦
傷
病
者

手
帳･

被
爆
者
健
康
手
帳
所
持
者
と
そ
の
介

護
者(

１
名)

　
　
　
　
　
　
　
　

印
刷
・
川
北
印
刷
株
式
会
社

観覧料：一般当日1,200円(前売
1,000円・団体(20名以上)960
円）※高校生以下、高知県・高知
市長寿手帳所持者、各種手帳所持
者とその介護者（1名）は無料

高新プレイガイド、高知大丸プレイ
ガイド、高知市文化プラザミュージ
アムショップ、高知県立県民文化
ホール、高知県立美術館ミュージア
ムショップ、高知県立高知城歴史
博物館ミュージアムショップ、こう
ち生活協同組合、高知県庁生協売
店、サニーマート（高須店、サニー
アクシス南国店、六泉寺店、あぞの
店、中万々店）、金高堂書店（本
店、朝倉店）、TSUTAYA中万々
店、ローソンチケット（Ｌコード
62755）、チケットぴあ（Pコード
768-634）

前売券販売所

※関連企画は４〜５頁に掲載して
　います。

土佐の侍たちも愛用した「仙台胴」、
「仏胴」、「南蛮胴」と呼ばれる実戦
向けの鎧を一堂に展示します。

明治元年（1868）２月15日、現・大阪府堺市で警備
を担っていた土佐
藩兵がフランス水
兵を銃撃した堺事
件。藩兵の壮烈な
切腹のみにとどま
らず、多角的な視
点からこの事件の
本質に迫ります。

志国高知 幕末維新博関連企画第４弾！志国高知 幕末維新博関連企画第５弾！

幕末維新博関連企画

《菊虫図》伊藤若冲筆
　京都 慈照寺藏

鉄錆地昇龍打出五枚胴
（銘：雪下政家)

平成29年 10月14日(土)～11月26日(日)平成30年 １月20日(土)～３月25日(日)

予告!!

● 特別展展示・撤去のため
10/4（水）～10/13（金）,11/27（月）～12/4（月)ただ
し、10/7～10/9は長宗我部展示室のみ観覧できます。

● 年末年始休館
12/27（水）～平成30年１月１日（月）

臨時休館のお知らせ

作品募集締切：11月13日（月）
テーマ：岡豊山の四季
展示期間：12月5日（火)～１月14日（日)
展示場所：１階フリースペースほか
　今回は、最優秀賞・優秀賞のほか、新たに「櫓

やぐら

大賞」を設けました。ふるってご応募ください。

岡豊山フォトコンテスト
作品募集中！


